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論文審査の結果の要旨 

[論文内容の要旨］ 

本論文では、両側マッチング（two-sided matching）の理論モデルを通じて、マーケットデザインの応用の観点から、

中国における公立高校や大学などの学校入試制度を分析した。 

第２章では、主観・客観的な評価基準のもとでのマッチング問題を扱った。現実のマッチング市場では、片方のグ

ループ（学校／企業／病院）がもう片方のグループ（学生／労働者／研修医）に対して客観的な評価基準（例えば試

験点数、スキル認定、優先順位など）を持つと同時に主観的な評価基準を持つことがある。既存のマッチングモデル

ではこれらの問題にそのまま適用できないため、本論文では標準的な大学入試問題（college admission model）を拡

張した新しいモデルを分析した。すなわち、大学側は学生たちに対して共通の優先順位（common priority order）と

大学の選好（colleges’ preferences）という二種類の異なるランキングを持っている状況を考える。あるマッチング

はもし優先順位と選好のいずれの基準から見ても安定的であれば、それを二重安定的なマッチング（double stable 

matching）と呼ぶ。本論文では、既存のよく知られているメカニズムを通じて二重安定性の特徴付けを行った。それ

によって，二重安定性を満たすマッチングの存在の必要十分条件は，順次独裁（SD）方式と受入保留（DA）方式のそ

れぞれの結果が一致することであることが示された。 

 第３章では、中国の大学入試制度へのマッチング理論の応用を分析した。中国の大学入試の特徴は、試験の点数と

大学の学生への選好の両方ともが存在することである。試験点数と大学選好は必ずしも一致しないことから、これら

二つの評価のあいだに乖離の問題（misalignment problem）が起こりうる。その問題を解決するために、中国政府は

ダミー・クオータ政策（dummy quota policy）を実施している。現在の中国大学入試で実際に使われている平行志願

（CP）方式には様々な問題点が指摘されているが、本研究では、ダミー・クオータ政策の有無に応じた異なるケース

を分析した。とくに、それぞれのケースにおいて、現在のＣＰ方式の結果を改善できる修正版のＣＰ方式を提案した。 

 第４章では、広州の高校入試制度を扱った。他の大都市がすでにＣＰ方式に転換したことと異なり、広州は未だ「ボ

ストン（ＧＺ）方式」を使い続けているおり，市独自の高得点学生対象の優遇政策を実施している。この政策のもと

では、学生たちが高得点学生と低得点学生という２つのグループに分けられた後に、高得点学生のグループは低得点

学生のグループより早い段階で市場に参加してマッチする優遇を受けられることになる。本論文では、選考対象とな

る学生を複数グループに分ける方法について，それをより「洗練する」こと（つまり、各グループをより細かくサブ

グループに分けること）によって、ＧＺ方式はより安定的で戦略的操作がより難しくなることを示した。この結果を

受けて、従来の「ボストン方式」の結果を改善する政策提言を行うとともに、広州で実施している高得点学生対象の

優遇政策の有用性も確認できた。 

 

［審査結果の要旨］  

本論文は、従来のマッチング理論を客観的評価と主観的評価という二重の評価が存在するケースに拡張してマッチン

グ市場の特徴付けを行うなど、新しい理論的知見を発見したと同時に、その理論的結果を中国の入試制度における現

状の問題点の理解と制度改善への政策提言に役立てた極めて独創性の高い研究であると評価できる。よって、博士（経

済学）の価値が十分にあると判断する。 
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